
平成30年11月15日号むなかたタウンプレス❼

●北側（宗像清掃工場前）
　▶土・日曜日9:00〜17:00
●西側（ゆ〜ゆ〜プール横）
　▶土・日曜日9:00〜17:00
　▶水曜日9:00〜19:00
●臨時開設（ユリックスプレイ広場側）
　▶12月22日（土）、同23日（日・祝）、同26日（水）9:00
　　〜17:00＊雨天中止＊北側・西側は通常通り開設

　海岸を散歩しながら
ごみ拾いをしてみませんか　

　家庭の燃やすごみ量の推移

　資源物受入日

【12 月 28 日（金）まで】
●第３期固定資産・

都市計画税
　問税務課固定資産税係

☎（36）7351
●第７期国民健康保険税
　問国保医療課

国民健康保険係
☎ （36）1363

●第６期後期高齢者
医療保険料

　問国保医療課
　　　　　後期高齢者医療係

☎ （36）1348
●第６期介護保険料
　問介護保険課介護保険係

☎ （36）4877

【献血】
▶池野コミセン
　期 11 月28日（水）＝

10:00 〜 12:00

▶岬コミセン
　期 11 月28日（水）＝

14:00 〜 16:00
▶宗像市役所
　期 12 月26日（水）＝

10:00 〜 16:00
対 男性17 〜 69歳、女性18
〜 69歳（65歳以上の人は、
60歳代での献血経験者のみ）

問健康課 ☎（36）1187
【宗像医師会病院
 健診センター
健康教室・健康相談 (無料 )】
期 所 12 月14日（金） 
宗像地域医療センター（田熊）
▶健康教室（３階・講堂）＝
　14:00 〜 15:00 
▶健康相談（２階・健診セン
　ター）＝15:00 〜 16:00
問宗像医師会病院
　 健診センター☎（37）0007

●メイトム宗像休み＝
　12月１日（土）・２日（日）・

　29日（土）〜平成31年
　１日３日（木）
●道の駅むなかた休み＝
　12月31日（月）〜
　平成31年１月５日（土）
●12月の市民図書館休み
▶全館＝
　28日（金）〜 31日（月）
▶えほんのへや＝
　１日（土）・２日（日）
▶中央館、深田分館＝
　３日（月）・10日（月）・
　17日（月）・25日（火）・
▶須恵分館＝　
　３・10・17・24日
　 　　　  （いずれも月曜日）
●12月の宗寿園休み
　２日（日）・９日（日）・
　16日（日）・23日（日・祝）・
　30日（日） 〜
　平成31年１月３日（木）
＊29日（土）は 15:00 閉館

＊年末年始の施設休みは、
　市広報紙12月15日号で
　お知らせします

●集合場所　　　
　▶釣川河口両側海岸
　＊活動は、毎週日曜日8:00から約１時間
　　（雨天中止）
　▶深浜海岸（鐘崎から岡垣町の境に至る海岸線）
　＊活動は、毎月第４日曜日11:00から約１時間
　　（雨天中止）　　　　　　問環境課☎（36）1421

海岸線清掃活動 「クリーンアップむなかた」

●平成30年９月
　▶参加人数＝29人
　▶収集量＝74袋

●累計
　▶参加人数113,905人
　▶収集量＝28,810袋

同活動の平成30年９月までの清掃状況を紹介

平成30年９月 1,268ｔ
９月前年度比 -87ｔ  前年度累計比 -152ｔ
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男女共同参画だより男女共同参画だより

メッセージメッセージ
男女共同参画推進課 ☎（36）0048　FAX（36）0320

男女共同参画推進センター「ゆい」☎（36）0250　FAX（36）0269
問い合わせ先

　避難生活の中には、女性特有の悩みもあります。そのような時も運営に女

性が関わっていることで、相談しやすい環境や「気付き」が生まれ、そこから問

題を解消していきました。

　避難所は生活の場です。避難所運営は普段のコミュニティ活動の延長で

す。地域づくり・まちづくりには、日頃から男性・女性・子ども・高齢者など多

様な視点が必要で、これは災害時にも有益であると思います。

　私は自宅が全壊したため、小学校の体育館へ避難

しました。そこでは、われ先に場所を陣取る人であ

ふれ混乱していました。そこでまず避難したみなさ

んに呼びかけ、体育館を区画に分け、床にビニール

テープを貼り通路を作ったり、喫茶コーナーをコミュニケーションの場のた

めに設けたりしました。率先して炊出しや掃除をおこなっていると、みなさ

んが自然と協力し合い、食堂まで出来上がりました。

　平成29 年九州北部豪雨で被害のあった朝倉市の中嶋玲子さ

んと、上段のメッセージで紹介した吉村さんを招き講演会を開

催します。いつ起こるか分からない災害に備え、これからの防

災に必要なことは何か、一緒に考えていきましょう。

託 無料（５カ月〜未就学時）＊託児は 12 月４日

（火）までに地域安全課へ申込を

●講師

▶吉村静代さん（益城だいすきプロジェクト・きまま

　に代表、熊本県益城町仮設団地自治連合会代表）

▶中嶋玲子さん（福岡県男女共同参画審議会委員、

　元杷木町長）　　　　問地域安全課 ☎（36）5050

災害が発生する前の今こそ！備えよう

　防災用品は、インターネットで「防災リスト 女性」「防災リ
スト 子ども」などでの検索もお勧めです。また、子ども用の
防災用品（おむつ、離乳食など）は成長にあわせて見直しをしま
しょう。

中嶋さん

宗像市家庭用
燃やすごみ袋

　いつどこで発生してもおかしくない災害。地域防災や避難所運
営にも多様な視点を取り入れていくことが重要視されています。
　実際の避難所では、運営に女性が関わることで過ごしやすく
なった例があります。2016 年に発生した熊本地震で被災した 

吉村静代さん（熊本県益城町）は、避難所の自主運営の中心となっ
て活動しました。現在は、仮設団地で復興に力を入れている吉村
さんの経験談から考えてみましょう。

コミュニティづくりの
大切さについて話して
くれた吉村さん

宗像市防災まちづくり講演会
～今から考える防災まちづくり～

12月15日（土）14:00〜16:00（13:30開場）
宗像ユリックス・ハーモニーホール

期
所

入場無料

　家庭内でも、災害時の行動や防災用品について家族で話
し合い、全員が防災に関わりましょう。
　市では、下記の日程で防災講演会を開催します。実際の
災害の経験談を聞ける貴重な機会です。家族や友人、身近
な人と一緒にぜひ参加してください。

□チェックしよう

□ 職場や学校、外出中など、家族が別々の場所に
　 いるときの集合場所を決めている
□ 防災用品を家のどこに保管しているか家族が把握している
□ 家族それぞれが必要な防災用品を準備
　している
　＊薬、サイズの合った下着、子どもが気に入
　っているおもちゃなど

情報は家族全員で
共有！

事前申込不要

わが家の防災意識を再確認

支え合いのひけつは
「できる人が、できることを、
　　できたしこ （できた分だけ）」

◉避難所でどんなことを行ったのですか？　

◉避難所の中で困ったことはありましたか？

◉私たちが普段からできることはありますか？

災害への備えは
多様な視点で


